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～卒業後の進路③ 就労移行支援 ～ 

本校卒業時の進路先として、就労移行支援もあります。今回はこれをご説明します。 

＜本校が実習等でお世話になっている就労移行支援事業所＞ 

１、ワークセンターひょうご（神戸市兵庫区駅南通 5-1-1 JR『兵庫駅』より徒歩 2 分） 

作業内容…紙袋作製作業。郵便物の丁合作業。コーヒーのピッキング・箱詰めなどの作業 

 

２、みちしるべ神戸 本部（神戸市中央区割塚通 5 丁目 2-18-101 阪急『春日野道駅』より徒歩 5 分） 

   みちしるべ神戸には５つの事業所があります。その中で、本校の生徒がお世話になっている 

  ３つの事業所を紹介いたします。 

 

①ワークプロジェクトまや（神戸市灘区摩耶埠頭 神戸市バス 29 系統『摩耶大橋』下車、徒歩 3 分）  

作業内容…輸入されたチョコレートの箱や袋への詰め替え。柔軟剤などへのラベル貼り。ワ 

インの検品などの作業 

 ②ワークプロジェクト中央青果（神戸市東灘区深江浜町 1-1 阪神『深江駅』より徒歩 10 分） 

作業内容…野菜や果物の袋詰め作業 

 ③ワークプロジェクトみかげ（神戸市東灘区御影塚町 3-1-10 阪神『新在家駅』『石屋川駅』より徒歩 10 分）  

作業内容…焼き菓子などを袋や箱に詰める作業。ベルトコンベアを使った流れ作業が中心。 

 

３、チャレンジコヤリバ（尼崎市名神町 2-1-12 阪急『塚口駅』塚口駅下車、市バス阪神尼崎行き

『尾浜西口』より徒歩 10 分）  

作業内容…軽作業、清掃 

 

【就労移行支援】 

就労を希望しているが、卒業してすぐの就労にはまだ早いと思われる場合や、もう少し力を

つけてからと思われる場合に行く所です。ほぼ各市町ごとにあります。 

一般企業で就労するために必要な能力、知識の向上のために訓練を行います。訓練内容は事

業所によって様々で、大きく分けて２つに分類されます。１つ目は作業を中心にしている事業

所、２つ目はパソコンや職場のマナー等を中心にしている事業所等があります。 

工賃は事業所によって違い、０円から３万円ぐらいまでと様々です。利用期限は基本的には

２年以内になっています。見学や体験利用ができますので、入所を希望される場合は、調べて

おくほうがいいと思います。 

 

（第４号） 
～働く人になるために～ 



４、加島友愛会 LINK（大阪市淀川区加島 1-60-46 JR 東西線『加島駅』より徒歩 8 分） 

作業内容…リネン業者との契約による、タオル等のリネン業務。施設内の清掃や外部施設の受 

     託清掃。紙器加工や梱包作業。一般企業の敷地内にての作業 

 

 

～ 3年生 職業相談会 ～ 
 

６月２０日（月）～６月２２日（水）に地域別のハローワークとの第一次職業相談会が学校でありま

した。今年も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３年生は３日間午前中授業とし、密をさける

ために各教室を使用しての相談会となりました。 

 生徒たちは緊張しながら求職票と履歴書を渡し、担当の方からの質問に答えたり、自分をアピールし

たりしました。また話をするなかで、就労や卒業後の生活にむけてのアドバイスもいただきました。 

８月１９日（金）・２２日（月）には各地のハローワークに保護者と本人で直接出向いてもらい、第

二次職業相談会を実施しました。第一次職業相談会で確認した課題についての取り組みや、今後の進路

について話し合いや現状の実習の報告をする場面が見られました。 

進路希望に関して、「きつい、しんどい、○○じゃないといや・・・・」生徒たちから聞かれることば

ですが、自分の「したいこと」と「できること」をきちんと理解して自身の進路を考え、実習先で指摘

された課題にしっかり取り組んでほしいと思います。求人に関しては、生徒や保護者のご希望、適性を

踏まえて、学年全体でよく協議した上で紹介していきます。選択できるほどたくさんの求人はありませ

んので、「タイミング」「マッチング」を大切にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一次職業相談会の様子                      第二次職業相談会 


